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オープンキャンパス 体育祭 
9月13日（土） 

九学祭 

皆様のご来校をお待ちしています。 
（九州学院育友会） 

11月7日 
8日 
（金）（校内） 
（土）（一般公開） 
 

創立100周年のロゴマークが 
決まりました。 九州学院高等学校 

８月23日（土） 
13：00～（市外中学生対象） 
15：00～（市内中学生対象） 

九州学院中学校 
10月4日（土） 
13：00～ 
■学校案内 

新ホームページ 
http://www.kyugaku.ed.jp/

ホームページが７月末にリニューアルします！ 

Eメール 
info@kyugaku.kumamoto.kumamoto.jp

「
命
の
重
さ
」 

九州学院は2011年に 

創立百周年を迎えます。 

このほど百周年記念 

事業実行委員会も発 

足しました。 

皆様のご協力をお願 

いします。 

バザーの不要品がありましたら
ご協力願います。 
益会は創立百周年の記念事業に
寄付します。 
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2008年度年間聖句

「後ろのものを忘れ、
前のものに全身を向けつつ
目標を目指してひたすら
走りなさい」
（フィリピの信徒への手紙

３章13、14節）

「Forget what is behind and strain
toward what is ahead,press on
toward the goal.」

（Ｐhilippians 3:13,14）

皆さんは６年前に開業した高知県の土佐くろしお鉄道をご存

知ですか。高知県南国市御免町から安芸郡奈半利町までを結ぶ

42.7キロの鉄道で、「ごめん・なはり線」といいます。以前、

「ハガキでごめんなさい大募集」というキャンペーンがあり、

次のように書かれていました。「私たちの町は、町の名前が

『ごめん』です。ごめんなさいと自分で言えないときは、この

町に来てください。電車が着くたびに、駅員が『ごめん』と言

ってくれます。私たちはそんな『優しい心の町』作りを目指し

ています。」この文書を見るだけで優しさに出会ったような、

心が温かくなったような気がしたのを覚えています。この土佐

くろしお鉄道ごめん・なはり線のすべての駅にはキャラクター

が作られ、その製作にあたったのがアンパンマンの生みの親で

もある「やなせたかしさん」です。

やなせたかしさんはクリスチャンで、アンパンマンのモデル

は、イエス・キリストだと言われています。テレビのアニメで

は「アンパンチ」と言ってバイキンマンをやっつけるのですが、

原作の漫画では悩んでいる人や泣いている人がいると「さぁ、

ぼくの顔をお食べ」と言って、自分の顔をちぎって差し出す姿

が印象的です。その姿は困っている人や弱っている人を見たら、

自分を犠牲にしても助けようとしたイエス・キリストと同じな

のです。自己中心的で、自分のことしか考えられないような人

は、誰からも相手にされるはずはありません。アンパンマンの

ように人を愛し、人のために生きる優しい心を、九州学院中学、

高校時代に、しっかりと育てていただけたらと思います。

♪なんのためにうまれて　なんのためにいきるのか

こたえられないなんて　そんなのはいやだ♪

「それいけ！　九学健児」
チャプレン　富島裕史

５
月
４
日
に
熊
本
市
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
25
回
火

の
国
旗
全
国
高
校
空
手
道
優
勝

大
会
で
九
学
女
子
が
２
年
連
続

２
度
目
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し

た
。決

勝
で
は
華
頂
女
子（
京
都
）

と
対
戦
、
先
鋒
を
落
と
し
、
中

堅
の
吉
安
香
寿
惠
さ
ん
は
１
人

を
抜
い
た
も
の
の
、
副
将
の
大

石
亜
依
さ
ん
は
引
き
分
け
、
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
大
将
猪

原
真
樹
子
さ
ん
が
残
り
の
２
人

と
の
際
ど
い
勝
負
を
制
し
て
見

事
連
覇
を
決
め
ま
し
た
。
男
子

も
準
々
決
勝
に
進
み
、
金
授
杯

を
獲
得
す
る
活
躍
で
し
た
。

ま
た
、
３
月
27
日
、
長
野
市

ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
ク
で
行
わ
れ

た
、
第
27
回
全
国
高
校
空
手
道

選
抜
大
会
の
女
子
団
体
組
手

で
、
女
子
が
見
事
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
校
総

体
で
は
男
女
共
に
優
勝
し
、
九

州
学
院
が
１
９
９
１
年
に
共
学

に
な
っ
て
初
め
て
の
総
体
ア
ベ

ッ
ク
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。猪

原
さ
ん
が

九
州
を
制
す

７
月
12
日
、
13
日
に
宮
崎

県
立
武
道
部
で
開
か
れ
た
全
九

州
高
校
総
体
空
手
道
競
技
大
会

の
女
子
個
人
組
手
で
猪
原
真
樹

子
さ
ん
が
優
勝
し
九
州
を
制
し

ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
団
体
も

見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。３

月
31
日
ま
で
の
３
日
間
、

秋
田
県
立
武
道
館
で
行
わ
れ
た

剣
道
の
魁
星
旗
全
国
高
校
大
会

に
お
い
て
、
男
子
は
九
州
学
院

が
８
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

島
原
（
長
崎
）
と
の
準
決
勝

で
、
大
将
の
足
達
翔
太
く
ん
が

突
き
の
一
本
勝
ち
で
12
分
を

超
え
る
勝
負
を
制
し
て
決
勝

に
進
出
し
ま
し
た
。
決
勝
で

は
中
堅
の
岩
根
祐
馬
く
ん
と

副
将
の
鈴
木
貴
大
く
ん
が
と

も
に
１
人
を
抜
い
て
、
大
将

を
温
存
し
た
ま
ま
高
千
穂

（
宮
崎
）
に
勝
っ
て
、
８
年
ぶ

り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

魁
星
旗
高
校
剣
道

８
年
ぶ
り
頂
点

高
校
３
８
０
名
、
中
学
１
１

３
名
、
幼
稚
園
23
名
の
新
入
生

や
新
入
園
児
を
迎
え
て
ス
タ
ー

ト
し
た
２
０
０
８
年
度
も
、
も

う
３
ヶ
月
ほ
ど
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
通
信
の
記
事
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
通
り
、
各
種
大
会
や

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
、

今
年
も
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
示

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
で
も
一

番
嬉
し
い
の
は
、
こ
う
し
た
部

活
動
に
お
い
て
、
生
徒
諸
君
が

大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

で
す
。

と
こ
ろ
で
本
当
に
残
念
な
こ

と
で
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
Ｔ
Ｖ

や
新
聞
な
ど
で
人
が
殺
さ
れ
る

事
件
を
見
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
硫
化
水
素
に
よ
る
自

殺
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
さ
ら
に

商
品
偽
装
問
題
も
数
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か

私
た
ち
は
「
命
の
重
さ
」
を
し

っ
か
り
と
見
つ
め
な
く
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
ま
た
人
生
に

ま
と
も
に
向
き
合
わ
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん

な
気
が
し
て
い
ま
す
。
実
は
今

年
度
の
第
一
の
教
育
目
標
は
、

「
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
ず
い
ぶ

ん
抽
象
的
な
目
標
で
す
が
、
具

体
的
に
は
、
朝
礼
、
講
演
会
、

Ｈ
Ｒ
、
授
業
な
ど
様
々
な
機
会

を
通
し
て
「
命
の
重
さ
」
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
６
月
21
日
　
、
そ

の
一
つ
と
し
て
、「
い
の
ち
の
教

育
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
地
元
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
木
村
和
也
さ
ん
で
、「
か

け
が
え
の
な
い
命
」
と
い
う
演

題
で
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
木
村
さ
ん
は
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
取
材
中
、
歩
け
る
見

込
み
が
１
％
し
か
な
い
と
診
断

さ
れ
る
よ
う
な
大
変
な
事
故
に

遭
っ
た
こ
と
、
で
も
「
そ
の
わ

ず
か
な
可
能
性
を
小
さ
く
す
る

の
も
大
き
く
す
る
の
も
あ
な
た

次
第
」
と
医
師
か
ら
言
わ
れ
、

前
向
き
に
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組

ん
で
い
っ
た
こ
と
、
ま
た
自
分

を
支
え
た
家
族
や
親
友
を
通
し
、

人
は
独
り
で
は
生
き
て
い
け
な

い
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
な
ど
語
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
あ
る

こ
と
を
意
識
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
リ
ハ
ビ
リ
中
に

医
師
か
ら
聞
か
さ
れ
た
「
神
は

真
実
な
方
で
す
。
あ
な
た
が
た

を
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
試
練

に
遭
わ
せ
る
こ
と
は
な
さ
ら
ず
、

試
練
と
共
に
、
そ
れ
に
耐
え
ら

れ
る
よ
う
、
逃
れ
る
道
を
も
備

え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。」（
コ
リ

ン
ト
１
の
10
章
13
節
）
と
い
う

言
葉
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の

豪
雨
の
中
で
し
た
が
、
そ
の
話

術
の
巧
み
さ
も
あ
り
、「
生
き
る
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
ら
さ
せ
ら
れ
る
素
晴
し
い

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
、
生

徒
諸
君
が
、「
人
生
に
ま
と
も

に
向
き
あ
う
た
く
ま
し
い
心
」

を
育
く
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

剣
道
・
九
州
大
会

団
体
・
個
人

優
勝

７
月
12
日
、
13
日
に
長
崎

県
大
村
市
で
開
催
さ
れ
た
全
九

州
高
等
学
校
剣
道
競
技
大
会
で

九
州
学
院
剣
道
部
が
５
度
目
の

団
体
優
勝
、
個
人
で
も
足
達
翔

太
く
ん
が
九
州
の
頂
点
に
立

ち
、
岩
根
佑
馬
く
ん
も
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

とも



平成20年度　高校総体結果 

個人形／２位：山隈、４位：田代 
個人組手／１位：徳丸 
個人形／１位：松村、５位：野添、６位：赤木 
個人組手／１位：猪原、２位：吉安（珠）、３位：吉安（香）、
８位：廣瀬・大石 
個人複／８位：清水・赤塚 
個人単／１位：中村、２位：徳永、５位：家城、６位：辻 
66㎏級／２位：柳 
90㎏級／１位：大谷、２位：高田 
100㎏級／３位：矢田、木村 
100㎏超級／１位：松本、３位：和久田 
モスキート級／１位：橋爪、２位：泉 
ライトフライ級／１位：森尾、３位：高橋 
フライ級／１位：因、３位：澤江 
個人複／８位：森田・前田 
1000ｍタイムトライアル／１位：城 
3000ｍ個人追い抜き／６位：藤森 
チームスプリント／３位（１分48秒290） 
4000ｍ団体追い抜き／３位（５分38秒508） 
スクラッチ／１位：永松 
ケイリン／３位：永松 
4000ｍ速度競争／３位：永松 
スプリント／２位：城 
5000ｍ／３位：本田、６位：藤原 
100ｍ／１位：武田（雄）、４位：加藤 
1500ｍ／６位：福田 
400ｍ障害／４位：池田 
400ｍ／４位：武田（親）、６位：藤岡 
5000ｍ競歩／１位：逸木、４位：白濱、６位：本田 
400ｍリレー／１位：赤崎・武田（雄）、武田（親）、加藤 
200ｍ／１位：武田（雄）、３位：武田（親）、６位：加藤 
110ｍ障害／２位：池田 
3000ｍ障害／４位：元村、６位：福田 
1600ｍリレー／１位：池田・藤岡・武田（雄）・武田（親） 
50Ｍ自由形／１位：石崎、６位：福島 
100Ｍ自由形／１位：宮本、３位：松本 
200Ｍ自由形／１位：宮本、４位：松本 
400Ｍ自由形／１位：田中、２位：今村、３位：東 
1500Ｍ自由形／１位：田中、２位：東、５位：中川 
100Ｍ平泳ぎ／４位：坂野、６位：西浦 
200Ｍ平泳ぎ／４位：米満、５位：西浦、６位：佐藤 
100Ｍ背泳ぎ／４位：嶋谷 
200Ｍ背泳ぎ／４位：嶋谷、５位：郷 
100バタフライ／１位：池端、２位：福島 
200バタフライ／１位：今村、２位：池端、４位：原本 
400Ｍ個人メドレー／１位：笹本、３位：米満、５位：山田 
400Ｍメドレーリレー／２位：池端・坂野・今村・宮本 
400Ｍリレー／１位：宮本・今村・田中・東 
800Ｍリレー／１位：田中・宮本・今村・東 

剣 道 部  

空 手 道 部  
 
 
 
 
卓 球 部  
 
柔 道 部  
 
 
 
ボ クシング部  
 
 
バドミントン部 
自転車競技部  
 
 
 
 
 
 
 
陸 上 競 技 部  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水 泳 部  
 

優勝（4連覇） 

優勝（男子） 
 

優勝（女子） 
（２連覇） 

 
３位 
 

優勝（2連覇） 
 
 
 

優勝（2連覇） 
 
 

３位 
３位 
 
 
 
 
 
 
 

準優勝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

優勝 
（10連覇） 

 

総合・団体 個　人　・　個　人　入　賞 種　　　目 

弓 道 部  
 
ラ グ ビ ー 部  
バ ス ケ ッ ト 部  
ハ ン ド ボ ー ル 部  

７位（男子） 
５位（女子） 
ベスト８ 
ベスト８ 
ベスト16

ソ フ ト テ ニ ス 部  
サ ッ カ ー 部  
テ ニ ス 部  
バ レ ー ボ ー ル 部  

ベスト16 
２回戦 

２回戦（男女） 
２回戦（男女） 

育
友
会
か
ら
激
励
金

育
友
会
か
ら
激
励
金 

育
友
会
か
ら
激
励
金

育
友
会
か
ら
激
励
金 

育
友
会
か
ら
激
励
金 

全国大会 
出　　場 

〜
団
体
６
部

〜
団
体
６
部
・
個
人
５
部
に
〜

個
人
５
部
に
〜 

〜
団
体
６
部
・
個
人
５
部
に
〜 

剣
道
部

魁
星
旗
争
奪
全
国
高
校
剣
道
大

会
（
３
月
29
日
〜
30
日
）

〈
秋
田
市
〉

▽
男
子
団
体
　
優
勝

九
州
大
会（
７
月
11
日
〜
13
日
）

〈
長
崎
・
大
村
市
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
〉

▽
男
子
団
体
　
優
勝

▽
個
人

優
勝
　
足
立
　
翔
太
（
３
年
）

３
位
　
岩
根
　
佑
馬
（
３
年
）

水
泳
部

熊
本
県
選
手
権
兼
国
体
予
選

（
６
月
28
日
・
29
日
）

〈
ア
ク
ア
ド
ー
ム
〉

▽
50
ｍ
自
由
形

３
位
　
石
崎
　
智
弘
（
３
年
）

▽
100
ｍ
自
由
形

２
位
　
宮
本
　
淳
平
（
２
年
）

３
位
　
池
端
　
宏
文
（
１
年
）

▽
200
ｍ
自
由
形

１
位
　
宮
本
　
淳
平
（
２
年
）

２
位
　
田
中
　
優
介
（
３
年
）

▽
個
人
90
㎏
級

優
勝
　
大
谷
　
洋
司
（
３
年
）

２
位
　
　
田
　
万
博
（
３
年
）

▽
個
人
100
㎏
級

３
位
　
木
村
　
淳
樹
（
３
年
）

３
位
　
矢
田
晃
一
朗
（
３
年
）

▽
個
人
100
㎏
超
級

優
勝
　
松
本
　
直
樹
（
３
年
）

３
位
　
和
久
田
裕
人
（
３
年
）

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手

権
大
会
県
予
選
（
６
月
７
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
個
人
90
㎏
級

優
勝
　
大
谷
　
洋
司
（
３
年
）

▽
個
人
100
㎏
超
級

３
位
　
松
本
　
直
樹
（
３
年
）

全
九
州
高
校
柔
道
大
会

（
６
月
21
日
〜
22
日
）

〈
沖
縄
県
立
武
道
館
〉

▽
個
人
90
㎏
級

３
位
　

田
　
万
博
（
３
年
）

空
手
道
部

第
25
回
火
の
国
旗
全
国
高
等
学

校
空
手
道
優
勝
大
会（５

月
４
日
）

〈
熊
本
市
総
合
体
育
館
〉

▽
女
子
団
体
組
手

▽
400
ｍ
自
由
形

２
位
　
今
村
　
和
貴
（
３
年
）

３
位
　
田
中
　
優
介
（
３
年
）

▽
1500
ｍ
自
由
形

１
位
　
田
中
　
優
介
（
３
年
）

２
位
　
東
　
　
健
太
（
３
年
）

▽
50
ｍ
平
泳
ぎ

１
位
　
坂
野
　
栄
信
（
２
年
）

▽
100
ｍ
平
泳
ぎ

３
位
　
坂
野
　
栄
信
（
２
年
）

▽
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位
　
福
島
竜
太
郎
（
２
年
）

▽
100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位
　
池
端
　
宏
文
（
１
年
）

▽
200
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

２
位
　
今
村
　
和
貴
（
３
年
）

▽
200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

１
位
　
池
端
　
宏
文
（
１
年
）

▽
400
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

３
位
　
笹
本
　
風
吹
（
３
年
）

柔
道
部

県
高
校
総
体
柔
道
競
技
大
会

（
５
月
30
日
・
６
月
１
日
）

〈
山
鹿
市
総
合
体
育
館
〉

▽
団
体
　
優
勝

▽
個
人
60
㎏
級

２
位
　
柳
　
晃
一
朗
（
３
年
）

▽
１
１
０
ｍ
Ｈ

２
位
　
池
田
昴
志
郎
（
３
年
）

▽
５
０
０
０
ｍ
競
歩

１
位
　
逸
木
　
賢
郎
（
３
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

１
位
　
赤
　
　
拓
真
（
１
年
）

武
田
　
雄
平
（
２
年
）

武
田
　
親
臣
（
２
年
）

加
藤
慎
太
郎
（
３
年
）

▽
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ

１
位
　
池
田
昴
志
郎
（
３
年
）

藤
岡
　
大
樹
（
３
年
）

武
田
　
親
臣
（
２
年
）

武
田
　
雄
平
（
２
年
）

全
国
高
校
総
体
南
九
州
予
選

（
６
月
19
日
・
22
日
）

〈
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
〉

▽
１
０
０
ｍ

４
位
　
武
田
　
雄
平
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ

８
位
　
藤
岡
　
大
樹
（
３
年
）

▽
１
５
０
０
ｍ

６
位
　
福
田
　
雄
大
（
２
年
）

▽
５
０
０
０
ｍ

５
位
　
本
田
　
　
匠
（
２
年
）

▽
１
１
０
ｍ
Ｈ

３
位
　
池
田
昴
志
郎
（
３
年
）

▽
３
０
０
０
ｍ
障
害

４
位
　
元
村
　
大
地
（
２
年
）

▽
５
０
０
０
ｍ
競
歩

４
位
　
逸
木
　
賢
郎
（
３
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

２
位
　
赤
　
　
拓
真
（
１
年
）

武
田
　
雄
平
（
２
年
）

武
田
　
親
臣
（
２
年
）

加
藤
慎
太
郎
（
３
年
）

▽
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ

２
位
　
池
田
昴
志
郎
（
３
年
）

藤
岡
　
大
樹
（
３
年
）

武
田
　
親
臣
（
２
年
）

武
田
　
雄
平
（
２
年
）

サ
ッ
カ
ー
部

熊
本
市
内
大
会

（
４
月
19
日
・
20
日
）

〈
東
海
第
二
高
校
〉

▽
準
優
勝

女
子
陸
上
部

レ
デ
ィ
ス
大
会（
熊
本
県
大
会
）

（
５
月
10
日
）

▽
４
０
０
Ｍ

１
位
　
本
間
　
理
芙
（
２
年
）

チ
ア
ダ
ン
ス
部

Ｔ
Ｋ
Ｕ
チ
ア
ダ
ン
ス
大
会

（
３
月
30
日
）

３
位

〈
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
〉

▽
１
０
０
ｍ

２
位
　
武
田
　
雄
平
（
２
年
）

▽
ジ
ュ
ニ
ア
３
０
０
０
ｍ

２
位
　
児
玉
　
瑞
樹
（
１
年
）

▽
３
０
０
０
ｍ
障
害

３
位
　
元
村
　
大
地
（
２
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

２
位
　
武
田
　
親
臣
（
２
年
）

武
田
　
雄
平
（
２
年
）

藤
岡
　
大
樹
（
３
年
）

加
藤
慎
太
郎
（
３
年
）

▽
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ

２
位
　
池
田
昴
志
郎
（
３
年
）

武
田
　
雄
平
（
２
年
）

武
田
　
親
臣
（
２
年
）

藤
岡
　
大
樹
（
３
年
）

熊
本
県
高
校
総
体

（
５
月
30
日
〜
６
月
２
日
）

〈
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
〉

▽
１
０
０
ｍ

１
位
　
武
田
　
雄
平
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ

１
位
　
武
田
　
雄
平
（
２
年
）

３
位
　
武
田
　
親
臣
（
２
年
）

▽
５
０
０
０
ｍ

３
位
　
本
田
　
　
匠
（
２
年
）

３
位
　
木
戸
　
翔
馬
（
３
年
）

陸
上
競
技
部

金
栗
記
念
選
抜
陸
上（４

月
５
日
）

〈
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
〉

▽
５
０
０
０
ｍ

６
位
　
藤
原
　
章
裕
（
３
年
）

熊
本
市
内
高
校
大
会（
４
月
12
日
）

〈
水
前
寺
競
技
場
〉

▽
１
０
０
ｍ

１
位
　
加
藤
慎
太
郎
（
３
年
）

２
位
　
武
田
　
親
臣
（
２
年
）

３
位
　
赤
　
　
拓
真
（
１
年
）

▽
４
０
０
ｍ

１
位
　
藤
岡
　
大
樹
（
３
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

１
位
　
武
田
　
親
臣
（
２
年
）

武
田
　
雄
平
（
２
年
）

藤
岡
　
大
樹
（
３
年
）

加
藤
慎
太
郎
（
３
年
）

▽
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ

１
位
　
加
藤
慎
太
郎
（
３
年
）

武
田
　
雄
平
（
２
年
）

池
田
昴
志
郎
（
３
年
）

藤
岡
　
大
樹
（
３
年
）

熊
本
県
陸
上
競
技
選
手
権

（
４
月
19
日
・
20
日
）

優
勝
（
２
連
覇
）

▽
男
子
団
体
組
手

ベ
ス
ト
８

ボ
ク
シ
ン
グ
部

全
国
高
校
選
抜
ボ
ク
シ
ン
グ
競

技
大
会
（
３
月
23
日
〜
27
日
）

〈
熊
本
県
立
体
育
館
〉

▽
フ
ラ
イ
級

ベ
ス
ト
８因

　
　
一
行
（
３
年
）

九
州
高
校
総
体
ボ
ク
シ
ン
グ
競

技

（
６
月
20
日
〜
22
日
）

〈
沖
縄
豊
見
城
高
校
〉

▽
Ａ
パ
ー
ト

モ
ス
キ
ー
ト
級
　
準
優
勝

橋
爪
　
　
伸
（
３
年
）

Ｌ
フ
ラ
イ
級
　
３
位

森
尾
　
研
人
（
３
年
）

フ
ラ
イ
級
　
３
位

因
　
　
一
行
（
３
年
）

▽
Ｂ
パ
ー
ト

モ
ス
キ
ー
ト
級
　
３
位

泉
　
　
将
弥
（
２
年
）

▽
団
体
総
合
　
６
位

卓
球
部

県
選
手
権

（
12
月
24
日
）

〈
熊
本
市
立
総
合
体
育
館
〉
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戦
績
（3月中旬
～7月中旬）

※
激
励
金
は
団
体
10
万
円
、
個

人
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
国
際
ジ
ュ
ニ
ア

野
口
君（
３
年
）が
11
位

国
際
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
が
、
ア
ジ
ア
６
カ
国
か
ら
約

１
３
０
名
の
選
手
（
日
本
か
ら

は
６
名
参
加
）
が
参
加
し
、
７

ス
テ
ー
ジ
、
走
行
距
離
７
５
５

キ
ロ
で
争
わ
れ
ま
し
た
。
野
口

く
ん
は
総
合
11
位
（
日
本
人
で

は
最
高
）
の
成
績
を
収
め
、the

individual
encouragem

ent

賞
（
激
励
賞
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。

日
韓
交
流
ボ
ク
シ
ン
グ

九
学
か
ら
３
人
出
場

７
月
５
日
か
ら
８
日
の
４
日

間
、
熊
本
県
体
育
協
会
主
催
の

日
韓
交
流
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
が

韓
国
・
忠
清
南
道
の
太
田
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は

今
年
度
の
高
校
総
体
の
熊
本
県

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
９
名
参

加
、
九
州
学
院
か
ら
３
名
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
チ

ー
ム
の
監
督
は
九
州
学
院
の
木

庭
浩
一
監
督
で
、
同
監
督
は
幻

と
な
っ
た
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
チ
ー
ム
の
選
手
の
一
人
で

も
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
高
レ

今
回
で
26
回
目
を
迎
え
た

九
州
学
院
、
鎮
西
学
院
と
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
４
月
13

日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
陸
上
部
、
テ

ニ
ス
部
が
九
州
学
院
で
、
サ

ッ
カ
ー
部
、
卓
球
部
、
２
週

遅
れ
て
27
日
　
に
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
（
男
女
）
が
鎮
西

学
院
を
会
場
と
し
て
、
交
流

し
ま
し
た
。

九
州
学
院
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
、
高
校
総
体
の
前
哨
戦

と
あ
っ
て
真
剣
に
競
技
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
院
長
室
で
は
今
年
か

ら
校
長
に
就
任
さ
れ
た
鎮
西

学
院
の
川
村
先
生
、
同
じ
く

教
頭
の
川
　
先
生
た
ち
と
、

両
校
の
歴
史
や
長
崎
、
熊
本

の
教
育
に
関
す
る
情
報
交
換

も
行
わ
れ
、
生
徒
数
の
推
移

や
進
路
状
況
な
ど
、
多
く
の

教
育
の
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
う
有
意
義
な
時
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

九
州
学
院
育
友
会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

は
、
こ
の
夏
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を

は
じ
め
全
国
大
会
に
出
場
す
る

体
育
部
及
び
文
化
部
に
対
し
、

「
激
励
金
」
を
贈
り
ま
し
た
。

７
月
11
日
に
会
議
室
で
行
わ

れ
た
「
贈
呈
式
」
に
は
各
部
の

部
長
が
出
席
、
松
本
良
三
育
友

会
会
長
か
ら
激
励
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

〈
団
体
〉
剣
道
部
、
柔
道
部
、

ボ
ク
シ
ン
グ
部
、
男
子
空
手
道

部
、
女
子
空
手
道
部
、
水
泳
部
。

〈
個
人
〉
陸
上
部
（
15
人
）、
自

転
車
部
（
３
人
）
、
卓
球
部

（
２
人
）、
放
送
部
（
２
人
）、

書
道
（
１
人
）

ベ
ル
の
試
合
と
な
り
な
が
ら
、

日
本
チ
ー
ム
が
３
対
６
で
韓
国

チ
ー
ム
に
惜
敗
し
ま
し
た
。

モ
ス
キ
ー
ト
級

橋
爪
　
　
伸

ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

森
尾
　
研
人

フ
ラ
イ
級

因
　
　
一
行

全
国
高
校
選
抜
駅
伝

弥
彦
大
会
で
３
位

３
月
29
日
か
ら
新
潟
県
の
弥

彦
陸
上
競
技
場
を
発
着
と
す
る

男
子
７
区
間
で
行
わ
れ
た
、
第

16
回
全
国
選
抜
招
待
高
校
駅
伝

弥
彦
大
会
で
、
九
州
学
院
チ
ー

ム
は
参
加
57
チ
ー
ム
の
中
、
見

事
３
位
に
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
３
月
23
日
に
長
野

県
で
行
わ
れ
た
、
春
の
高
校
伊

那
駅
伝
で
も
全
国
の
強
豪
チ
ー

ム
が
参
加
す
る
中
、
７
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

長
崎
鎮
西
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
26
回
目
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こ
の
花
の
よ
う
に
美
し
い
心

を
　
神
さ
ま
く
だ
さ
い
小
さ
な

私
に
も
　
こ
の
花
の
よ
う
に

人
々
を
愛
せ
る
心
を
く
だ
さ
い

小
さ
な
私
に
も
♪
　
こ
れ
は
子

ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
讃
美
歌

で
、
今
年
の
花
の
日
に
も
訪
問

先
で
手
話
を
交
え
て
歌
っ
て
き

ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
会
で
は
、
６
月

の
第
２
日
曜
日
は
「
花
の
日
」

で
す
。
こ
の
日
は
、「
子
ど
も

の
日
」
で
も
あ
り
、
神
さ
ま
か

ら
授
か
っ
た
子
ど
も
達
が
、
神

と
人
か
ら
愛
さ
れ
健
や
か
に
成

長
す
る
よ
う
に
祈
り
を
捧
げ
る

日
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
ど

り
幼
稚
園
で
も
毎
年
大
切
に
し

て
い
る
行
事
の
一
つ
で
、
今
年

は
６
月
10
日
に
園
児
が
各
家
庭

か
ら
持
ち
寄
っ
た
花
を
飾
り
、

富
島
チ
ャ
プ
レ
ン
と
共
に
礼
拝

の
時
を
も
ち
ま
し
た
。「
た
ね

ま
き
」
の
讃
美
歌
を
歌
い
、
小

さ
な
命
も
神
さ
ま
に
守
ら
れ
育

て
ら
れ
て
い
る
事
を
感
謝
し
、

「
こ
の
花
の
よ
う
に
」
こ
れ
か

ら
の
成
長
を
祈
り
ま
し
た
。
そ

の
後
学
年
毎
に
分
か
れ
、
日
頃

お
世
話
に
な
っ

て
い
る
方
々
へ

お
花
を
届
け
に

行
き
ま
し
た
。

年
長
児
は
近
く

の
内
科
・
外

科
・
交
番
へ
。

年
中
児
は
交
通

局
の
電
車
の
運

転
士
さ
ん
へ
。

年
少
児
は
園
バ

ス
の
運
転
士
さ

ん
と
九
学
へ
。

給
食
職
員
の
方

に
は
花
瓶
に
生

け
て
、
厨
房
に
飾
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
消
防
署
へ
は
全

員
で
行
く
予
定
で
し
た
が
、
雨

が
降
り
出
し
た
た
め
年
長
児
の

み
で
行
き
ま
し
た
。
各
花
束
に

は
年
長
児
が
心
を
込
め
て
書
い

た
〝
あ
り
が
と
う
〞
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
添
え
て
…
。
か
わ
い
い

園
児
の
訪
問
と
歌
声
、「
い
つ

も
お
世
話
に
な
り
ま
す
」
と
御

礼
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
皆
さ

ん
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
嬉
し
い

交
流
の
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し

た
。

（
中
野
）

九州学院は2011年に百周年を迎えます。学院では、

記念事業計画を検討・推進するために、理事会、学院、

同窓会、育友会の各代表により構成する「百周年記念事

業実行委員会」を設置し、現在、事業規模・内容等につ

いて鋭意検討を行っています。詳細は９月の理事会・評

議員会を経て決定する予定です。

概要が明らかになりましたら、皆様方のご協力をいた

だきながら計画を推進してまいりたいと思います。その

節は、どうぞ、よろしくお願いいたします。

生徒会、ボランティア部・敬愛会・白羊会が中心となって、先のミ

ャンマーのサイクロン・中国の四川大地震への災害義援募金をお願い

しましたところ、127,126円の募金が寄せられました。集まった義

援募金は全額日本赤十字社を通じて、被災者の皆さんにお届けします。

被災者の皆さんに心よりお見舞い申し上げ、一日も早い復旧をお祈り

申し上げます。皆さんのご協力に心より感謝申し上げ、報告に代えさ

せていただきます。

四川大地震に義援金

全
校
キ
ャ
ン
プ

６
月
４
日
〜
６
日

に
か
け
て
、
大
分
県

の
九
重
町
に
あ
る
泉

水
キ
ャ
ン
プ
場
に
お

い
て
全
校
キ
ャ
ン
プ

を
行
い
ま
し
た
。
大

自
然
の
中
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
薪
を
使

っ
て
の
飯
盒
炊
さ
ん

や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
学
校
で
は
見
ら

れ
な
い
よ
う
な
、
生

徒
た
ち
の
新
た
な
一

面
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
実
り
あ
る
キ
ャ

ン
プ
と
な
り
ま
し

た
。

新
入
生
１
１
３
名

全
校
で
３
４
８
名
に

４
月
９
日
、
平
成
20
年
度
入

学
式
が
高
校
と
合
同
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
男
子
76
名
、
女
子

37
名
が
新
た
に
九
州
学
院
中
学

の
生
徒
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。
式
辞
の
中
で
院

長
は
「
自
分
や
ま
わ
り
の
人
の

事
を
考
え
ら
れ
る
人
間
に
な

り
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
。」
と
、
新
入

生
に
対
し
て
の
大
き
な
期
待
を

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流

韓
国
文
泰
中
が
来
校

４
月
４
日
、
韓
国
の
文
泰
中

学
修
学
旅
行
団
が
九
州
学
院
中

を
訪
れ
、
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
春
休
み
中
の
た
め
、
部

活
生
を
中
心
に
有
志
を
募
り
、

合
唱
の
交
歓
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ド
ニ
ア
ン
中
学
と
交
流

６
月
８
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
ド
ニ
ア
ン
中
学
の
生
徒
30
名

が
九
州
学
院
を
訪
問
し
ま
し

た
。
書
道
や
剣
道
の
授
業
を
体

験
し
た
り
、
中
学
生
と
一
緒
に

昼
食
を
食
べ
た
り
と
、
交
流
の

ひ
と
時
を
持
ち
ま
し
た
。

第
８
回
ミ
ズ
ー
ラ
英
語
劇

「
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
」

今
年
で
８
回
目
と
な
る
ミ
ズ

ー
ラ
こ
ど
も
英
語
劇
の
公
演

が
、
４
月
26
日
３
号
館
ホ
ー
ル

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生

36
名
と
中
学
生
35
名
の
合
計

71
名
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

各
種
大
会
成
績

【
野
球
】

第
25
回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球

熊
本
市
予
選
大
会（
九
電
旗
）

優
勝
　
九
州
学
院

（
７
年
ぶ
り
２
度
目
）

【
柔
道
】

第
29
回
県
下
中
学
校

柔
道
練
成
大
会

５
月
４
日

（
八
代
市
総
合
体
育
館
）

男
子
団
体

優
勝
　
九
州
学
院
中
Ａ

米
村
直
純
・
青
木
　
挙

古
本
大
周
・
佐
保
慶
多

杉
本
　
凌
・
園
田
討
生

永
井
秀
一

平
成
20
年
度

山
鹿
温
泉
祭
協
賛
柔
道
大
会

４
月
27
日

（
山
鹿
市
総
合
体
育
館
）

男
子
ビ
ギ
ナ
ー
66
㎏
以
下
級

優
勝
　
園
田
剛
史（
１
年
）

男
子
ビ
ギ
ナ
ー
66
㎏
超
級

３
位
　
坂
田
大
起（
１
年
）

男
子
55
㎏
級

優
勝
　
園
田
討
生（
３
年
）

男
子
90
㎏
級

３
位
　
古
本
大
周（
３
年
）

男
子
90
㎏
超
級

２
位
　
米
村
直
純（
３
年
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

熊
本
県
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

６
月
７
日
〜
８
日

男
子
団
体
　
２
位

斗
山
優
太
・
泉
　
侑
資

坂
本
大
耶
・
山
口
将
史

田
中
絢
介

男
子
ダ
ブ
ル
ス３

位
　
斗
山
優
太

泉
　
侑
資

熊
本
市
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

４
月
20
日
〜
21
日

男
子
団
体
　
優
勝

斗
山
優
太
・
泉
　
侑
資

坂
本
大
耶
・
山
口
将
史

田
中
絢
介

男
子
ダ
ブ
ル
ス

３
位
　
斗
山
優
太（
３
年
）

泉
　
侑
資（
３
年
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
位
　
坂
本
大
耶（
３
年
）

【
卓
球
】

平
成
20
年
度
熊
本
市

中
学
生
卓
球
大
会

４
月
20
日

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
位
　
岩
田
朋
也（
１
年
）

平成20年度中体連
熊本市大会主な結果

6月28日～7月6日
団体の部
剣　道　　　　　男子団体　　優勝
柔　道　　　　　男子団体　　優勝
野　球　　　　　　　　　　　優勝　　
バドミントン　　男子団体　　優勝
個人の部
剣道
代表男子の部 優勝　佐藤　亮太

２位　斉藤　　翼
２年男子の部 優勝　持原　大希

２位　廣田　憲亮
１年男子の部 優勝　真田　裕行

２位　曽我　貴昭
柔道
男子55㎏級 優勝　園田　討生
男子60㎏級 ２位　佐保　慶多
〃 ３位　永井　秀一

男子66㎏級 ３位　園田　剛史
男子73㎏級 ３位　平賀　雅刀
男子81㎏級 ３位　後藤　健太
男子90㎏超級 優勝　米村　直純
〃 ２位　古本　大周
〃 ３位　福島　浩太

水泳
男子200Ｍ自由形 優勝　瀬戸口裕嗣
男子100Ｍ自由形 ２位　瀬戸口裕嗣
女子50Ｍバタフライ ３位　絹原　有里
男子100Ｍバタフライ ３位　工藤　慈士
女子100Ｍバタフライ ３位　絹原　有里
男子フリーリレー ３位　瀬戸口・工藤

荒木・森崎
バドミントン
男子ダブルス 優勝　斗山　優太

泉　　侑資
男子シングルス ２位　坂本　大耶
弓道
代表女子 ３位　松富　欄世
テニス
男子シングルス ３位　吉本　準人
卓球
男子シングルス ５位　岩田　朋也

九
中
卒
業
生

各
方
面
で
大
活
躍

◎
千
代
白
鵬（
柿
内
大
樹
く
ん
）

十
両
優
勝
＆
幕
内
昇
進

（
６
面
に
記
事
）

◎
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

有
村
智
恵
さ
ん
初
優
勝

（
６
面
に
記
事
）

◎
上
原
絵
美
さ
ん

プ
ロ
の
バ
レ
リ
ー
ナ
に
！

ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

オ
ペ
ラ
座
附
属
バ
レ
エ
学
校

に
留
学
中
の
上
原
絵
美
さ
ん

が
、
こ
の
夏
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
バ
レ
エ
団
に
見
事
合
格
し
、

プ
ロ
の
バ
レ
リ
ー
ナ
と
な
り

ま
し
た
。
競
争
率
が
２
０
０

〜
３
０
０
倍
と
い
う
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
人
気
の
バ
レ
エ
団

で
、
附
属
の
バ
レ
エ
学
校
で

も
合
格
者
は
上
原
さ
ん
が
３

人
目
と
い
う
難
関
を
突
破
し

て
の
合
格
で
し
た
。
留
学
し

た
当
初
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

バ
レ
エ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、

外
国
人
の
容
姿
や
ス
タ
イ
ル

の
良
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
持
ち
前
の
精
神
力

で
、
大
き
な
夢
の
第
１
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
写
真
は
、
バ
レ
エ
学
校

の
卒
業
公
演
で
主
役
を
務
め

た
時
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
の
上

原
さ
ん
）



2008年度入試結果 

国公立大合格者、今年も多数 
難関私大受験者も健闘 

国公立大合格者、今年も多数 

国
際
交
流 この夏、九学から訪豪研修団 

インマニュエル・カレッジと交流 
オーストラリアの姉妹校 

卒
業
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

翔
け
新
世
界
へ

翔
け
新
世
界
へ 
翔
け
新
世
界
へ

翔
け
新
世
界
へ 
翔
け
新
世
界
へ 
翔
け
新
世
界
へ 

（4） 2008年７月18日 九 学 通 信 第92号

大学は「全入時代」に入り、４割の大学が定員割れという「大
学冬の時代」と言われる厳しい環境を迎えています。国公立大、
私大を問わず、地方の大学では今までは考えられなかったレベル
低下に苦慮しています。そのような中で、学生の「先取り現象」
の一つとしてAO入試や指定校推薦等による学生確保という現象
が顕著に見られるようになりました。本校でも今年は120を超え
る大学から指定校推薦が来るものと予想されます。
さて、本校の平成19年度卒業生の進路状況は、４年生大学

69.8％、短大４％、専修・各種学校10.5％、予備校7.7％となっ
ています。主な合格大学を挙げますと、国公立大では、群馬大、
横浜国大、高知大、九州大(2)、九州工大、長崎大(2)、熊本大(8)、
大分大、宮崎大、鹿屋体育大、高崎経済大、首都大学東京、広島
市立大、北九州市立大(2)、熊本県立大(6)で、私立大では、青山学
院大(4)、北里大（獣医）、上智大、専修大(4)、中央大(2)、津田塾
大、東海大(9)、東洋大(4)、日本社会事業大、日本大(4)、法政大(2)、
明治大(2)、明治学院大(3)、立教大(2)、早稲田大、関東学院大(4)、
同志社大(13)、同志社女子大、立命館大(2)、関西大(2)、関西学院大
(5)、甲南大(2)、久留米大(6)、西南学院大(5)、中村学園大(2)、福岡
大(12)、九州ルーテル学院大(9)、熊本学園大(59)、熊本保健科大(7)、
祟城大(11)、立命館アジア太平洋大(5)などです。本校では、推薦入
試等による進学者が年々増加傾向にあります。時代の趨勢といえ
ばそれまでですが、出来るだけ早い時期から自分の将来と向き合
い、どのような進路が自分に合っているのか、私たち教師も生徒
と一緒に考えていきたいと思っています。基本的な姿勢として、
「自分が行きたい学校」、たとえそれが現在の力では届きそうにな
い目標であっても、果敢に挑戦する強い気持ちを持ち続けてもら
いたいものです。

オーストラリアのアデレード市にあるインマニ

ュエル・カレッジと九州学院は1991年に姉妹校の

締結をし、交換留学制度を設けています。2007年

には野口ひかりさんが約１年間留学しました。

また、毎年両校共に相方20名程度の生徒の研修

団を送り、交流を深めていますが、今年は九州学

院から18名の生徒と２名の引率教師が、同校訪問

をメインとしたオーストラリア研修旅行に参加し

ます。研修旅行団は８月５日に出発し、アデレー

ド市で10日間ほどホームステイをした後、シドニ

ーで研修をし、18日に帰国の予定です。

なお、11月にはインマニュエル・カレッジから

３名の短期留学生が本学院で勉強することになっ

ています。

この他、韓国の木浦（モッポ）市にある文泰

（ムンテイ）学園中学・高校とも1993年以来、生

徒や教職員の交流を行っています。

私
は
去
年
の
４
月
か
ら
今
年

の
３
月
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
イ
ン
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
レ
ッ

ジ
に
九
州
学
院
の
交
換
留
学
生

と
し
て
約
１
年
間
留
学
し
て
い

ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
よ
く

子
ど
も
が
よ
く
持
つ
よ
う
な

「
外
国
」
へ
の
漠
然
と
し
た
何

か
ウ
キ
ウ
キ
す
る
よ
う
な
憧
れ

が
あ
り
、
そ
れ
を
高
校
生
に
な

っ
て
「
留
学
」
と
い
う
形
で
体

験
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
日

本
を
旅
立
つ
前
に
は
「
１
年
間

っ
て
長
い
な
、
大
丈
夫
か
な
」

と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
実

際
あ
っ
と
い
う
間
に
日
本
と
違

っ
た
四
季
は
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。最

初
は
聞
く
の
が
精
一
杯
、

会
話
な
ん
て
相
槌
だ
け
の
悲
惨

な
状
況
で
し
た
。
し
か
し
時
が

た
つ
に
つ
れ
、
相
手
の
発
す
る

言
葉
か
ら
気
持
ち
を
察
す
る
事

が
出
来
る
ほ
ど
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
は
足
り

ま
せ
ん
が
、
机
に
何
時
間
座
っ

て
勉
強
し
て
も
手
に
入
れ
ら
れ

な
い
「
生
き
た
英
語
」
を
身
に

つ
け
る
事
が
で
き
た
こ
と
に
、

と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
11
ヶ
月
の
留
学
期
間

で
は
、
日
本
で
は
経
験
で
き
な

い
よ
う
な
事
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。
他
の
ア
ジ
ア
の
学
生

達
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
て
文

化
の
違
い
を
楽
し
ん
だ
り
、
友

達
と
一
緒
に
車
で
遠
出
し
て
サ

ー
フ
ィ
ン
を
し
た
り
、
学
校
キ

ャ
ン
プ
で
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
を
し
た
り
、
芝
生
に
寝
転

び
な
が
ら
ラ
ン
チ
を
食
べ
た

り
、
本
当
に
心
か
ら
楽
し
め
た

学
校
生
活
で
し
た
。

で
も
、
留
学
中
は
何
も
か
も

新
鮮
で
楽
し
く
て
…
と
い
う
事

ば
か
り
で
は
な
く
、
も
ち
ろ
ん

辛
い
事
も
あ
り
ま

し
た
。
思
う
よ
う

に
向
上
し
な
い
自

分
の
英
語
力
、
よ

そ
の
家
族
と
住
む

と
い
う
24
時
間
気

を
遣
う
環
境
、
つ

い
て
い
け
な
い
授

業
、そ
れ
に
家
族
、

友
達
と
の
別
れ
。

ス
ト
レ
ス
で
最
初

の
１
ヶ
月
は
体
重

が
５
キ
ロ
も
落
ち

て
、
不
眠
が
続
い

た
り
も
し
ま
し
た
。
遠
い
日
本

で
祖
母
が
天
国
に
召
さ
れ
た
時

は
朝
も
夜
も
泣
き
ま
し
た
。
し

か
し
そ
れ
ら
す
べ
て
の
辛
か
っ

た
出
来
事
は
今
で
は
「
経
験
」

と
い
う
形
の
自
信
と
な
っ
て
、

私
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
11
ヶ
月
を
振
り
返
る

と
、
本
当
に
濃
か
っ
た
な
ー
と

思
い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、

１
日
１
日
が
大
切
な
思
い
出
で

あ
り
、
宝
物
で
す
。
人
よ
り
１

年
違
っ
た
高
校
生
活
は
、
こ
れ

か
ら
の
私
の
人
生
に
大
き
な
糧

と
な
る
と
思
い
ま
す
。最
後
に
、

こ
の
留
学
を
支
え
て
く
れ
た
家

族
、
友
達
、
先
生
方
、
す
べ
て

の
人
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

◆
◆
◆

11
ヶ
月
と
い
う
宝
物
◆
◆
◆

留
学
生
　
野
口
　
ひ
か
り

九
州
学
院
を
卒
業
し
て
、
早

く
も
４
ヶ
月
が
た
ち
ま
し
た
。

今
は
大
学
に
通
い
、
新
し
い
環

境
の
中
で
新
し
い
生
活
に
も
慣

れ
、
楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
で
も
時
ど

き
高
校
の
頃
を
思
い
出
し
、
楽

し
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
と
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

僕
は
も
と
も
と
は
第
一
希
望

で
九
州
学
院
に
入
学
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

高
校
３
年
間
を
通
じ
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
び
、
様
々
な
人

と
出
会
い
、
大
い
に
成
長
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

「
結
果
オ
ー
ラ
イ
」
と
は
こ
の

私
は
中
学
か
ら
６
年
間
を
九

州
学
院
で
過
ご
し
ま
し
た
。
中

学
か
ら
高
校
に
進
学
し
、
正
直

に
い
え
ば
勉
強
面
で
は
つ
い
て

い
け
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し

た
。
と
い
う
よ
り
、
勉
強
に
興

味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
頃
の
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
抱

き
続
け
て
い
る
夢
と
葛
藤
し
て

お
り
、
自
分
自
身
を
見
失
っ
て

い
ま
し
た
。
自
分
の
夢
の
大
き

さ
、
熊
本
と
い
う
土
地
に
育
っ

た
事
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
の

手
段
・
方
法
が
見
つ
け
ら
れ
な

い
事
、
夢
を
追
い
続
け
る
事
の

全
て
が
、
い
つ
し
か
挫
折
感
と

な
っ
て
、
自
分
自
身
へ
の
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
諦
め
き
れ
な

い
自
分
か
ら
逃
げ
る
様
に
毎
日

を
過
ご
し
て
、
次
第
に
自
分
が

凄
く
嫌
い
に
な
り
、
高
校
へ
進

学
し
た
当
初
、
私
は
父
に
学
校

を
や
め
た
い
と
相
談
し
た
事
も

あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
一
泊
研
修
旅
行

で
、
大
野
勝
彦
さ
ん
と
い
う
方

の
お
話
し
を
聞
い
た
事
が
、
少

な
か
ら
ず
私
の
中
の
闇
を
取
り

除
い
た
様
に
思
い
ま
す
。「
夢

叶
う
思
い
が
強
け
れ
ば
」
こ
の

言
葉
に
も
の
凄
く
心
を
打
た
れ

泣
い
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。そ

れ
か
ら
私
は
友
達
や
環
境

の
変
化
の
中
、
す
こ
し
ず
つ
で

す
が
勉
強
に
身
が
入
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
演
劇
の
た
め
に

進
学
す
る
こ
と
が
努
力
に
結
び

つ
き
、
そ
れ
以
降
は
自
分
で
も

か
な
り
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
抱
い
て
い
た

夢
。
そ
れ
に
対
し
て
の
情
熱
は

ず
っ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
挫
折
は

あ
り
ま
し
た
が
抑
え
き
れ
な
い

く
ら
い
強
い
も
の
で
す
。
こ
う

し
た
私
の
頑
固
な
思
い
を
、
家

族
は
理
解
し
て
く
れ
、
と
に
か

く
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
る
よ

う
に
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

も
し
こ
れ
か
ら
先
、
私
の
後

輩
に
な
る
皆
さ
ん
の
中
で
私
の

よ
う
に
何
か
夢
を
持
っ
て
い
る

人
が
い
る
な
ら
ば
、
決
し
て
諦

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
こ
う

し
て
国
立
の
大
学
で
学
べ
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
は

と
に
か
く
毎
日
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
校
１
年
の
頃
は
、
受
験
の
こ

と
も
考
え
ず
毎
日
遊
び
ほ
う
け

て
い
ま
し
た
。
高
校
２
年
か
ら

は
本
格
的
に
課
外
に
出
始
め
、

毎
日
勉
強
ば
っ
か
り
だ
っ
た
気

が
し
ま
す
。

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
生
活
と

か
、
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
べ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

高
校
３
年
間
で
敬
天
愛
人
の
精

神
に
ふ
れ
、
ま
た
九
学
の
強
い

愛
校
心
に
も
ふ
れ
、
卒
業
時
に

は
九
学
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め

て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
面
で
自
分
の

成
長
の
場
と
な
っ
た
九
学
に
は

今
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

留学生の仲間たちと（左から2番目が野口さん）

な
決
断
を
し
ま
し
た
。
同
志
社

大
学
の
受
験
資
格
を
頂
い
た
と

き
は
、
自
分
の
頑
張
り
が
認
め

ら
れ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

両
立
さ
せ
る
の
は
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
片
方

だ
け
で
な
く
ど
ち
ら
も
や
る
か

ら
頑
張
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
何
事
も
自
分
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
の
経
験
に
な
る
と
思
う
の

で
、
高
校
時
代
は
何
事
に
も
力

を
注
ぎ
、
忙
し
い
日
々
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

九
学
で
の
思
い
出
は
、
私
に

と
っ
て
一
生
大
切
な
宝
物
と
な

り
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
、

本
当
に
九
学
を
卒
業
で
き
た
こ

と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

九
学
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
先
生

と
の
距
離
が
近
い
こ
と
、
母
校

愛
が
強
い
こ
と
、
生
徒
が
明
る

く
て
元
気
、
礼
儀
正
し
い
こ
と

で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
私
は
、

九
学
で
友
達
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
先
生
方
は
よ
く
話
し

か
け
て
く
れ
た
り
、
世
間
話
や

相
談
事
、進
路
に
つ
い
て
な
ど
、

親
身
に
な
っ
て
聞
い
て
く
れ
ま

し
た
。
受
験
の
と
き
は
、
た
く

さ
ん
の
先
生
方
や
友
達
が
協
力

や
応
援
を
し
て
く
れ
て
、
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
卒
業
し

た
今
で
も
、
遊
び
に
行
く
と
声

を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て

く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
何
年
た

っ
て
も
九
学
が
大
好
き
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

九
学
の
楽
し
さ
は
、
来
て
み

な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
勉
強

だ
け
じ
ゃ
学
べ
な
い
こ
と
、
一

生
の
宝
物
に
な
る
何
か
を
、
是

非
こ
の
九
州
学
院
で
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

め
な
い
で
下
さ
い
。
夢
と
い
う

も
の
は
見
る
も
の
で
は
な
く
叶

え
る
も
の
で
す
か
ら
。『
夢
叶

う
思
い
強
け
れ
ば
』

こ
れ
か
ら
先
、
私
は
喜
び
・

悩
み
・
葛
藤
な
ど
の
精
神
的
経

験
を
沢
山
学
び
、
人
間
的
、
そ

し
て
将
来
舞
台
表
現
者
を
目
指

す
一
人
と
し
て
、
人
々
に
感
動

を
与
え
ら
れ
る
重
要
な
何
か
を

掴
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。私

の
高
校
生
活
は
勉
強
に
部

活
に
と
、
忙
し
い
毎
日
で
し
た

が
、
今
振
り
返
る
と
と
て
も
充

実
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
普
通
コ
ー
ス
で
し
た

が
、
大
学
進
学
を
考
え
て
い
た

の
で
勉
強
に
力
を
い
れ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
学
か
ら

続
け
て
い
た
ラ
グ
ビ
ー
を
高
校

で
も
続
け
た
か
っ
た
の
で
、
入

学
と
同
時
に
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入

部
し
ま
し
た
。
中
学
ま
で
と
は

違
い
高
校
は
想
像
以
上
に
ハ
ー

ド
で
、
両
立
を
実
現
さ
せ
る
の

は
厳
し
い
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

で
も
高
校
２
年
生
ま
で
は
課
外

授
業
を
中
心
に
、
何
と
か
良
い

成
績
を
維
持
し
よ
う
と
、
休
み

時
間
や
暇
な
時
を
利
用
し
て
勉

強
し
て
い
ま
し
た
。

３
年
生
か
ら
は
、
先
生
方
の

ご
理
解
も
あ
っ
て
英
語
特
進
コ

ー
ス
に
移
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

で
は
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
任

さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
授
業

が
遅
く
ま
で
あ
り
チ
ー
ム
メ
イ

ト
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
高
い
意
識
を

持
っ
た
集
団
の
中
で
勉
強
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
自
分
を
高
め

た
い
と
思
っ
た
の
で
そ
の
よ
う 森井憲太朗

同志社大学
政策学部

部
活
と

大
学
進
学
の
両
立

八幡みゆき

日本大学
芸術学部

夢
は
見
る
も
の
で
は

な
く
叶
え
る
も
の

松岡　宏樹

横浜国立大学
教育人間学部

九
州
学
院
で

学
ん
だ
こ
と

益田絵理子

熊本県立大学
総合管理学部

一
生
の
宝
物



松
本
良
三
会
長
を
再
選 
育
友
会
総
会

育
友
会
総
会
を
開
催
開
催 
育
友
会
総
会
を
開
催 

「いのちの教育」講演会 

15名が教育実習 
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５
月
23
日
　
に
九
州
学
院
ブ

ラ
ウ
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ

ペ
ル
に
お
い
て
２
０
０
８
年
度

の
九
州
学
院
育
友
会
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
前
年
度
の
活
動

報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
な
ど
に
続
き
執
行
部
の
新

役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
松
本

良
三
会
長
を
は
じ
め
次
の
通
り

新
し
い
役
員
の
顔
ぶ
れ
が
決
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
今
年
度
の

行
事
予
定
や
予
算
審
議
な
ど
が

承
認
さ
れ
、
無
事
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
総
会
の
後
に
は
各
ク

ラ
ス
で
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
長
年
に
わ
た
り
育
友
会
を

支
え
て
頂
い
た
前
副
会
長
の
川

上
さ
ん
、
書
記
の
清
田
さ
ん
を

は
じ
め
今
年
ご
勇
退
を
さ
れ
た

役
員
の
方
々
に
は
ほ
ん
と
う
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

会
　
長

松
本
　
良
三

副
会
長

松
本
　
早
弓

副
会
長

田
木
　
　
潤

書
　
記

寺
本
　
容
子

会
　
計

深
迫
　
祥
子

監
　
事

田
尻
　
恭
久

監
　
事

内
田
　
仁
美

企
画
委
員
長

桝
田
貴
容
子

財
務
委
員
長

林
　
　
祥
増

会
員
交
流
委
員
長

小
林
　
正
一

保
健
体
育
委
員
長

松
永
　
修
尚

教
護
委
員
長

河

公
蔵

広
報
委
員
長

諸
熊
理
津
子

今
年
は
３
月
末
を
も
っ
て
14

名
の
先
生
方
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
か
ら
新
た
に
14
名
の

先
生
方
を
迎
え
、
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
退
任
】（
敬
称
略
）

・
菊
池
隆
昭
（
国
語
）

昭
和
43
年
に
赴
任
さ
れ
、
今

年
３
月
ま
で
40
年
間
に
わ
た

り
、
国
語
科
教
諭
と
し
て
教
鞭

を
執
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
部
長
・
監

督
と
し
て
指
導
に
当
た
ら
れ
、

昭
和
60
年

に
高
校
総

体
で
全
国

優
勝
を
達

成
し
、
九
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
黄

金
期
を
築
か
れ
ま
し
た
。ま
た
、

ゴ
ル
フ
部
長
、
生
徒
指
導
部
長

や
学
年
主
任
と
し
て
も
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

・
槌
田
紘
基
（
参
与
）

平
成
13

年
か
ら
７

年
間
参
与

と
し
て
、

学
校
の
説
明
会
・
生
徒
募
集
対

策
や
学
校
運
営
な
ど
、
教
育
行

政
で
の
豊
富
な
経
験
を
活
か

し
、
九
学
Ｏ
Ｂ
と
し
て
も
力
強

い
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ナ
タ
ン
・
ボ
ー
マ
ン（
聖
　
書
）

中
村
栄
見
子

（
国
　
語
）

冨
永
誠
太
郎

（
理
　
科
）

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ド
ッ
ト
ソ
ン（
英
会
話
）

ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ン
ズ（
英
会
話
）

リ
サ
・
ハ
ト
ソ
ン
（
英
会
話
）

田
方
　
玲
子

（
保
健
体
育
）

池
田
　
知
穂

（
事
　
務
）

松
本
　
吉
央

（
幼
稚
園
）

村
中
　
恭
子

（
幼
稚
園
）

奥
村
友
佳
子

（
幼
稚
園
）

富
島
　
範
子

（
幼
稚
園
）

【
新
任
】（
敬
称
略
）

坂
井
　
賢
二

（
参
　
与
）

谷
川
　
卓
三

（
聖
　
書
）

工
藤
　
大
輔

（
国
　
語
）

杉
本
日
出
夫

（
理
　
科
）

豊
住
季
実
枝

（
情
　
報
）

マ
シ
ュ
ー
・
ホ
ッ
フ
ァ
ー（
英
会
話
）

カ
ロ
ン
・
ハ
ロ
ウ
ェ
イ
（
英
会
話
）

ジ
ェ
イ
ム
ス
・
カ
ー
タ
ー（
英
会
話
）

原
　
　
彩

（
保
健
体
育
）

木
村
　
葉
子

（
事
　
務
）

内
田
　
希
望

（
幼
稚
園
）

東
原
ゆ
か
り

（
幼
稚
園
）

山
　
　
ゆ
き

（
幼
稚
園
）

石
崎
す
お
み

（
幼
稚
園
）

異
動

阿
蘇
で
新
高
一
が

研
修
会

平
成
20
年
４
月
25
日
、
26

日
に
高
校
一
年
生
の
阿
蘇
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
前
の
検

討
会
で
、
い
ろ
い
ろ
討
議
し
た

結
果
、
一
、
九
州
学
院
高
校
の
建

学
の
精
神
を
学
ぶ
。
一
、
教
師
と

生
徒
・
生
徒
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
。
一
、
団
体
生
活
を
通
し
て

自
主
性
と
協
調
性
の
向
上
を
め

ざ
す
、
と
い
う
大
き
な
柱
が
立

て
ら
れ
、
そ
れ
に
則
っ
た
日
程

が
立
案
さ
れ
ま
し
た
。
院
長
講

話
、
チ
ャ
プ
レ
ン
講
話
を
は
じ

め
校
歌
・
讃
美
歌
練
習
、
挨
拶

の
仕
方
や
ネ
ク
タ
イ
の
結
び
方

な
ど
、
和
気
藹
々
の
う
ち
に
研

修
会
を
終
え
ま
し
た
。

放
送
部
が

全
国
大
会
へ

合
唱
部
は
、
５
月
31
日
第

20
回
熊
本
県
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
出
場
と
少
人
数
で
は
あ
り

ま
す
が
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
７
月

19
日
に
第
63
回
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
県
予
選
が
あ
り
ま

す
。放

送
部
は
、
６
月
14
日
に

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
熊
本
県
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
、

河
　
華
子
さ
ん
（
高
校
２
年
）

が
３
位
。関
夏
美
さ
ん（
高
校
２

年
）
が
入
賞
。
朗
読
部
門
で
は
、

永
野
裕
里
恵
さ
ん（
高
校
２
年
）

が
３
位
。
吉
本
真
帆
さ
ん
（
高

校
２
年
）
が
入
賞
。
３
位
の
二

人
は
、
７
月
東
京
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

書
道
同
好
会
は
８
月
上
旬
、

群
馬
県
で
行
わ
れ
る
第
33
回
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
県

生
徒
の
感
想
文

「
命
」

濱
本
　
　
貴
（
高
３
）

今
回
、
私
た
ち
の
た
め
に
時

間
を
と
っ
て
講
演
し
て
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
木
村
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

体
験
を
も
と
に
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
楽
し
く
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、

こ
の
講
演
が
あ
る
ま
で
、
木
村

さ
ん
が
ケ
ガ
を
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
全
く
知
ら
ず
、
テ
レ
ビ
で

見
て
い
る
明
る
く
楽
し
い
イ
メ

ー
ジ
し
か
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
裏
側
に

は
、
ケ
ガ
か
ら
復
帰
す
る
た
め

に
必
死
に
努
力
さ
れ
た
木
村
さ

ん
の
姿
と
、
そ
れ
を
支
え
る
多

く
の
人
の
応
援
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

私
は
部
活
動
で
陸
上
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
記
録
が
出
な
か

っ
た
り
、
ケ
ガ
し
た
時
は
と
て

も
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

高
校
生
の
文
化
の
祭
典

「
総
文
祭
」
が
５
月
30
日
か

ら
31
日
に
県
立
劇
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
中
学

校
２
校
を
含
む
97
校
か
ら
、

２
８
７
０
人
が
参
加
、
九
州

学
院
か
ら
も
、
放
送
部
、
音

楽
部
が
ス
テ
ー
ジ
部
門
に
出

場
、
ま
た
、
文
芸
部
、
書
道

作
品
で
米
村
俊
彦
君（
３
年
）

と
松
田
拓
也
君
（
２
年
）
が

展
示
部
門
に
出
品
し
ま
し

た
。
放
送
部
の
永
野
裕
里
恵

さ
ん
は
開
会
式
で
総
合
司
会

を
務
め
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ

部
門
の
朗
読
の
部
に
も
出

場
、
石
光
真
清
作
『
城
下
の

人
』
の
朗
読
を
発
表
し
ま
し

た
。
音
楽
部
は
、
３
月
に
福

島
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に

出
場
し
た
時
の
曲
、「
無
伴

奏
女
声
合
唱
の
た
め
の
『
青

色
廃
園
』
か
ら
『
宮
殿
』」

を
発
表
し
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
時
に
、
周
り
の
み

ん
な
、
親
や
友
達
が
応
援
し
て

く
れ
て
、
壁
に
あ
た
っ
た
と
し

て
も
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
時
に
、

素
直
に
感
謝
す
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
恩
返
し
を
し
よ
う
と
、

さ
ら
に
練
習
に
打
ち
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点

が
少
な
か
ら
ず
、
木
村
さ
ん
と

私
と
が
共
通
し
て
い
る
な
と
共

感
し
ま
し
た
。今
回
の
講
演
で
、

親
や
友
達
の
大
切
さ
が
改
め
て

わ
か
り
ま
し
た
。
将
来
は
何
の

職
業
に
就
く
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

木
村
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
ず
っ

と
、
熊
本
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

続
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
も
時
間
さ
え
あ
れ
ば
、
テ
レ

ビ
タ
ミ
ン
で
は
な
く
、
夕
方
い

ち
ば
ん
を
見
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
回
は
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
恩
を
忘
れ
ず
」

橋
永
　
菜
月
（
中
２
）

今
日
の
お
話
は
、
私
の
こ
れ

か
ら
先
の
学
校
生
活
を
大
き
く

変
え
た
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

「
１
％
の
可
能
性
を
大
き
く
す

る
の
も
、
小
さ
く
す
る
の
も
自

分
次
第
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

１
％
の
確
立
を
追
い
求
め
る
の

は
、
精
神
的
に
と
て
も
強
く
な

い
と
成
せ
る
事
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
、
何
か
目
標

や
信
念
が
な
け
れ
ば
、
途
中
で

挫
折
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま

す
。「
社
会
復
帰
」、
そ
れ
が
木

村
さ
ん
に
と
っ
て
、
大
切
な
こ

と
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ

が
涙
や
友
人
に
対
す
る
冷
た
い

言
葉
へ
の
後
悔
、
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。
今
後
を
、

大
き
く
左
右
す
る
出
来
事
を
決

め
る
の
は
自
分
の
気
持
ち
だ
と

思
っ
た
の
で
、
ま
だ
見
え
な
い

未
来
の
た
め
に
「
今
」
を
精
一

杯
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
女
子
バ
ス
ケ
部
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
公
式
戦
で
の
実

績
は
ゼ
ロ
で
す
。
そ
れ
は
、
い

つ
も
「
気
持
ち
で
負
け
て
い
る

か
ら
」
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
勝
つ
」
と
い
う
信
念
を
初
め

は
持
っ
て
い
て
も
、
相
手
に
点

を
次
々
に
取
ら
れ
る
と
、「
ど

う
せ
負
け
る
」
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
負
け
る
ん

で
す
。
部
活
で
も
勉
強
で
も
、

こ
れ
か
ら
先
の
人
生
で
も
、
壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
木
村
さ
ん

の
よ
う
な
「
信
念
を
貫
き
通
せ

る
人
」
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
、
こ
の
講
演
の
テ

ー
マ
で
も
あ
る
「
命
」
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
日
、
こ
の
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
今
生

き
て
い
る
か
ら
な
ん
だ
と
、
当

然
だ
け
ど
、
普
段
考
え
も
し
な

い
よ
う
な
こ
と
に
気
が
つ
き
ま

し
た
。
事
故
の
こ
と
を
聞
い
て

い
る
間
、
ず
っ
と
自
分
の
手
首

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
脈
が
リ
ア

ル
に
感
じ
ら
れ
て
、「
生
き
る

か
死
ぬ
か
の
分
か
れ
道
は
、
ど

こ
に
で
も
あ
る
ん
だ
。」
と
怖

か
っ
た
で
す
。
誰
で
も
死
に
た

い
と
思
う
人
は
い
な
い
だ
ろ
う

し
、
自
ら
死
を
選
ん
で
し
ま
っ

た
人
も
、
き
っ
と
悩
ん
で
悩
ん

で
出
し
た
結
論
だ
っ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
生
き
た
く

て
も
生
き
ら
れ
な
い
、
そ
ん
な

人
が
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の
難
民
や
、

中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
そ
し
て

日
本
で
も
、
災
害
に
よ
っ
て
命

を
奪
わ
れ
た
人
…
。
私
た
ち
が

今
、
こ
こ
に
生
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
幸
せ
な
こ
と
な
ん

だ
と
、
痛
感
し
ま
し
た
。
で
も
、

私
一
人
で
生
き
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
〝
恩
を
忘

れ
た
者
は
生
き
る
資
格
が
な

い
〞
。
バ
ス
ケ
部
の
約
束
の

一
つ
で
す
。
親
、
家
族
、
友
達
、

先
生
、
近
所
の
人
な
ど
、
み
ん

な
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
か

ら
生
き
て
い
け
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
常
に
頭
に
お
い
て
、
み

ん
な
に
感
謝
し
て
生
き
て
い
き

た
い
で
す
。
私
に
は
落
ち
込
ん

で
い
る
と
き
、
必
ず
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
く
れ
て
、
そ
し
て
、

励
ま
し
て
く
れ
る
友
達
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

友
達
も
、
落
ち
込
ん
だ
時
、
苦

し
い
時
、
私
に
話
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
時
、
人
は
み
ん
な
そ

ん
な
に
強
く
な
い
ん
だ
、
み
ん

な
誰
か
に
頼
っ
て
生
き
て
い
る

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

私
も
頼
っ
て
も
ら
え
る
ん
だ

と
、
安
心
し
ま
し
た
。

「
か
け
が
え
の
な
い
命
」、
恩
を

忘
れ
ず
生
き
て
い
き
ま
す
。
今

日
、
木
村
さ
ん
の
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
よ
か
っ

た
で
す
。
暑
い
中
、
私
た
ち
の

た
め
に
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
木
村
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。

６月２日から２週間、または３週間の日程で、今

年度第１期の教育実習が行われました。早稲田大学、

福岡大学、熊本県立大学などに在籍する15名の実

習生は、すべて九州学院の卒業生でした。社会・数

学・理科・英語・保健体育といった教科の他に、書

道や音楽の実習も行われました。授業以外の昼休み

や放課後には職員室で教材研究している実習生を生

徒が訪ねてきて、教科に関する質問をするだけでな

く大学生活について楽しく雑談する光景も見られ、

実習生にとっては楽しく充実した教育実習だったよ

うです。今後は第２期が９月上旬に５名、第３期が

10月下旬に３名予定されています。

６月21日 本校体育館で、中学・高校生を対

象に、ＲＫＫアナウンサー木村和也さんの講演

会が行われました。本校の今年度の教育目標に

「いのちの大切さ」を掲げており、その一環とし

て今回の講演会となりました。

木村さんは「かけがえのない命」と題した講

演の中で、７年前の事故から始まり、入院中の

様子や両親・友達の大切さを訴えられました。

最後に「生きていてよかった。諦めずによかっ

た。マイナスをプラス思考にして今に至ってい

ます。」と締めくくられ、生徒達からはお礼の気

持ちを込めた拍手が、惜しみなく送られました。

代
表
と
し
て
、
高
校
３
年
の
米

村
俊
彦
く
ん
の
作
品
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

４
月
30
日
に
、
育
英
奨
学
金

授
与
式
が
、
九
州
学
院
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
の
列
席
の
も
と
、
内

村
院
長
が
挨
拶
し
、
同
窓
会
育

英
奨
学
委
員
長
の
米
村
嘉
人
氏

（
Ｓ
８
回
）
が
励
ま
し
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
り
、
ひ
と
り
ひ
と

り
に
奨
学
金
（
４
月
分
）
を
手

渡
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
奨
学
生
は

中
高
含
め
て
27
名
に
な
り
ま

す
。

育
英
奨
学
金
を

27
名
に
授
与

総文祭で九学も一役

菊
池
先
生
、槌
田
先
生
が

こ
の
春
ご
退
任
に



同窓の絆さらに強く同窓の絆さらに強く 

646,603 
14,444 
26,802 
379,651 

461 
370,483 
8,707 
62,040 
40,000 
63,120 

△ 100,813 
131,108 

1,262,955

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入  
手 数 料 収 入  
寄 付 金 収 入  
補 助 金 収 入  
内（ 国 庫 補 助 金 収 入 ） 
内（ 熊 本 県 補 助 金 収 入 ） 
内（ 国 市 町 補 助 金 収 入 ） 

そ の 他 の 収 入  
借 入 金 等 収 入  
前 受 金 収 入  
資 金 収 入 調 整 勘 定  
前 年 度 繰 越 支 払 資 金  
収 入 の 部 合 計  

金　額 科　　　　目 
収　　入　　の　　部 

788,753 
656,626 
106,066 
26,061 

 
193,924 
5,391 

102,070 
29,605 
18,046 
△ 1,187 
126,353 

1,262,955

人 件 費 支 出  
内（ 教 員 人 件 費 支 出 ） 
内（ 職 員 人 件 費 支 出 ） 
内（ 退 職 金 支 出 ） 

 
経 費 支 出  
借 入 金 等 利 息 支 出  
借 入 金 等 返 済 支 出  
施 設 関 係 支 出  
そ の 他 の 支 出  
資 金 支 出 調 整 勘 定  
次 年 度 繰 越 支 払 資 金  
支 出 の 部 合 計  

金　額 科　　　　目 
支　　出　　の　　部 

資金収支計算書　　2007.4.1～2008.3.31
＝2007（平成19）年度　決算概要＝ 

（単位：千円） 

2,852,884 
165,353 

 
 

3,018,237

固 定 資 産  
流 動 資 産  
 
 
合 計  

金　額 科　　　　目 
資　　産　　の　　部 

331,129 
197,204 

3,737,593 
△ 1,247,689 
3,018,237

固 定 負 債  
流 動 負 債  
基 本 金  
消 費 収 支 差 額  
合 計

金　額 科　　　　目 
負債、基本金、消費収支差額の部 

貸借対照表　　　　2008.3.31 （単位：千円） 

1,074,844 
△ 85,534 

 
989,310

帰 属 収 入 合 計  
基 本 金 組 入 額  
 
消 費 収 入 合 計  

金　額 科　　　　目 
消　費　収　入　の　部 

1,074,956 
111,266 
5,779 

1,080,735 
△ 91,425

人 件 費 お よ び 経 費  
内 （ 減 価 償 却 額 ） 

そ の 他 の 支 出  
消 費 支 出 合 計  
当 期 収 支 差 額  

金　額 科　　　　目 
消　費　支　出　の　部 

消費収支計算書　　2007.4.1～2008.3.31 （単位：千円） 

同窓の絆さらに強く同窓の絆さらに強く 
卒業生の活躍に注目 

千
代
白
鵬
が
新
入
幕 

末
續
慎
吾
選
手 

３
大
会
連
続
五
輪
へ 

〜
８
月
２
日
に 

化
粧
ま
わ
し
贈
呈
式
〜 

有
村
智
恵
選
手

有
村
智
恵
選
手 

プ
ロ
ミ
ス

プ
ロ
ミ
ス
・
レ
デ
ィ

レ
デ
ィ 

ー
ス
ゴ
ル
フ
大
会

ー
ス
ゴ
ル
フ
大
会 

で
見
事
に
優
勝

で
見
事
に
優
勝 

同窓の絆さらに強く 

有
村
智
恵
選
手 

プ
ロ
ミ
ス
・
レ
デ
ィ 

ー
ス
ゴ
ル
フ
大
会 

で
見
事
に
優
勝 

（J56） 
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九
州
学
院
広
報
委
員
会

緒
方
　
　
徹
・
池
永
　
　
清

藤
本
　
　
誠
・
藤
森
　
正
彦

村
上
　
洋
也
・
田
端
　
圭
二

山
崎
　
哲
央
・
磯
田
　
一
成

藤
本
　
尚
美
・
小
手
川
　
勲

同
窓
会
新
聞
で
、
ホ
ー
ム
レ

ス
支
援
の
た
め
の
雑
誌
「
ビ
ッ

グ
・
イ
ッ
シ
ュ
ー
」
販
売
の
熊

本
の
本
部
（
西
梅
彰
容
代
表
）

の
連
絡
先
に
変
更
が
あ
り
ま
し

た
（
０
９
０
・
９
４
０
７
・
７

５
０
２
）
で
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

「
ビ
ッ
グ
・
イ
ッ
シ

ュ
ー
」
の
連
絡
先

が
変
わ
り
ま
し
た
。

理事会だより
去る３月27日に理事会評議員会が開催され、2008年度の事業計画、収支予算について

慎重に審議を行い、承認可決しました。
また５月27日に開催された理事会・評議員会において、2007年度事業報告、決算報告

をいずれも承認可決しました。（決算概要は別表のとおり）
なお、学院は2011年に創立百周年を迎えます。現在、百周年記念事業実行委員会にお

いて、事業規模・事業内容等について検討を行っているところです。

荒
玉
で
地
引
網

４
月
27
日
、
荒
尾
玉
名
支
部

主
催
の
地
引
き
網
・
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
大
会
が
、
玉
名
市
岱
明
町

の
横
島
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
学
院
か
ら
緒
方
教
頭
、
同

窓
会
か
ら
岡
嶋
副
会
長
な
ど
が

参
加
し
、
ま
た
地
元
岱
明
中
学

校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
・
バ
レ
ー

部
の
生
徒
も
駆
け
つ
け
、
み
ん

な
で
地
引
き
網
を
引
き
ま
し

た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
総
会
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
も
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

荒
尾
玉
名
支
部
で
は
、
来
年
の

「
し
ゃ
こ
取
り
大
会
」
に
向
け

計
画
・
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
相
撲
５
月
場
所
に
お
い

て
、
九
州
学
院
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
の

千
代
白
鵬
（
九
重
部
屋
　
柿
内

大
樹
氏
・
25
歳
）
は
13
勝
２

敗
の
好
成
績
で
見
事
十
両
優
勝

し
、
７
月
場
所
は
幕
内
力
士

（
西
前
頭
16
枚
目
）
と
し
て
土

俵
に
上
が
り
ま
す
。

九
州
学
院
中
学
校
卒
業
と
同

時
に
九
重
部
屋
に
入
門
、
途
中

何
度
も
の
故
障
を
克
服
し
、
苦

節
十
年
で
入
幕
を
果
た
し
た
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

九
学
Ｏ
Ｂ
初
の
新
入
幕
を
祝

い
同
窓
会
が
音
頭
を
取
り
、
九

州
学
院
後
援
会
か
ら
Ｋ
Ｇ
マ
ー

ク
入
り
の
化
粧
ま
わ
し
を
贈
る

こ
と
を
決
め
、
現
在
募
金
活
動

や
「
千
代
白
鵬
関
化
粧
ま
わ
し

贈
呈
・
激
励
会
」
開
催
に
向
け

て
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

激
励
会
は
８
月
２
日

午
後

６
時
か
ら
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
に
九
重
親
方
（
第
60
代
横

綱
千
代
の
富
士
）
と
千
代
白
鵬

本
人
を
迎
え
て
開
か
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
合

わ
せ
て
７
月
13
日

か
ら
始
ま
る
大

相
撲
名
古
屋
場
所

で
の
活
躍
を
期
待

し
、
大
き
な
声
援

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

＊
「
千
代
白
鵬
化

粧
ま
わ
し
贈
呈
・

激
励
会
」
な
ど
に
つ
い
て
の
ご

質
問
は
同
窓
会
事
務
局
（

３

６
６
―
４
５
３
３
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

末
續
慎
吾
選
手
（
Ｓ
51
回
・

28
歳
、
ミ
ズ
ノ
所
属
）
の
北
京

五
輪
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

末
續
選
手
の
五
輪
出
場
は
、
２

０
０
０
年
シ
ド
ニ
ー
、
２
０
０

４
年
ア
テ
ネ
大
会
に
続
い
て
３

大
会
連
続
で
す
。
末
續
選
手
は

２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
北
京
五
輪

参
加
標
準
記
録
は
突
破
し
て
い

た
も
の
の
、
６
月
27
日
に
行
わ

れ
た
北
京
五
輪
代
表
選
考
会
を

兼
ね
た
日
本
選
手
権
２
０
０
メ

ー
ト
ル
決
勝
で
３
位
に
と
ど
ま

り
内
定
を
持
ち
越
し
て
い
ま
し

を
飾
り
ま
し
た
。
有
村
選
手
は

９
番
ホ
ー
ル
で
不
動
裕
理
選
手

に
並
ば
れ
ま
し
た
が
、
10
番
ホ

ー
ル
で
こ
の
日
２
つ
目
の
バ
ー

デ
ィ
ー
を
奪
っ
て
不
動
選
手
を

突
き
放
し
ま
し
た
。
有
村
選
手

は
「
と
に
か
く
苦
し
い
戦
い
で

し
た
。
こ
の
緊
張
に
耐
え
ら
れ

た
の
が
う
れ
し
い
。
初
優
勝
ま

で
長
か
っ
た
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
フ
ァ

ン
の
み
な
さ
ん
、
熊
本
の
ゴ
ル

フ
場
や
練
習
場
の
み
な
さ
ん
に

感
謝
し
た
い
。」
と
語
り
ま
し

た
。

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
20
人
を

超
え
る
新
卒
生
も
ス
テ
ー
ジ
で

紹
介
さ
れ
、
華
や
か
な
大
同
窓

会
と
な
り
、
大
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

東
京
九
学
会

再
構
築
か
ら
節
目
の
10
年
を

迎
え
た
東
京
九
学
会
総
会
が
今

年
も
「
青
学
会
館
」
に
於
い
て
、

九
州
学
院
か
ら
内
村
院
長
、
池

永
事
務
長
、
小
崎
参
与
、
恩
師

ご
招
待
は
土
山
研
三
前
院
長
、

関
西
支
部
か
ら
は
原
田
顧
問
・

泉
顧
問
を
お
招
き
し
92
名
の
出

席
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

７
年
半
の
長
き
に
わ
た
り
会

長
を
務
め
ら
れ
た
緒
方
昭
義
氏

（
Ｓ
６
回
）
は
任
期
満
了
に
伴

い
退
任
さ
れ
、
新
会
長
に
は
連

川
悠
一
氏
（
Ｓ
11
回
）
が
、
ま

た
若
手
会
を
代
表
し
島
本
誠
氏

（
Ｓ
30
回
）
が
副
会
長
、
高
森

重
視
氏
（
Ｓ
32
回
）
が
副
幹
事

長
と
し
て
新
た
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。（
幹
事
長
　
内
空
閑
裕

明
）

２
０
０
８
年
度
の
大
同
窓
会

が
、
４
月
19
日
　
に
鶴
屋
東
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会

に
先
立
ち
総
会
が
開
か
れ
、
２

０
０
７
年
度
の
活
動
報
告
・
会

計
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
０
８
年
度
の
活
動

計
画
・
予
算
案
等
を
審
議
・
可

決
し
ま
し
た
。

当
日
は
東
京
を
は
じ
め
各
地

か
ら
同
窓
生
が
参
加
し
、
お
よ

そ
６
０
０
名
の
盛
大
な
集
い
と

大
同
窓
会
に
六
百
名

た
が
、
６
月
30
日
に
開
か
れ
た

日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
理
事
会

で
、
過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
て

五
輪
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

九
州
学
院
で
は
７
月
９
日
の

全
校
集
会
に
末
續
選
手
を
招

き
、
壮
行
会
を
開
き
ま
し
た
。

末
續
選
手
の
北
京
五
輪
で
の
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

６
月
29
日
兵
庫
県
マ
ダ
ム
Ｊ

Ｇ
Ｃ
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
ミ
ス
・

レ
デ
ィ
ー
ス
で
、プ
ロ
３
年
目
、

今
年
20
歳
を
迎
え
た
有
村
智
恵

選
手
（
九
中
出
身
）
が
、
通
算

14
ア
ン
ダ
ー
で
ツ
ア
ー
初
優
勝

今
春
、
島
永
慶
孝
氏
（
Ｓ

３
回
）
と
柴
垣
陸
助
氏
（
Ｓ

７
回
）
の
両
氏
が
旭
日
小
授

章
、
山
本
哲
彌
氏
（
Ｓ
７
回
）

が
瑞
宝
双
光
章
を
め
で
た
く

授
章
さ
れ
ま
し
た
。
島
永
氏

は
地
方
自
治
功
労
、
柴
垣
氏

は
弁
護
士
功
労
、
山
本
氏
は

調
停
委
員
功
労
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
叙
勲
授
章
に
至

っ
た
も
の
で
す
。
同
級
生
の

有
志
が
中
心
と
な
り
呼
び
か

け
、
７
月
16
日
、
熊
本
ホ

テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
約
80

名
の
同
窓
生
が
参
集
し
、
三

氏
の
叙
勲
授
章
を
祝
い
ま
し

た
。
祝
賀
会
は
和
や
か
な
雰

囲
気
の
内
、
無
事
終
了
し
ま

し
た
。 叙

勲
祝
賀
会

4月27日 荒尾玉名地区同窓会

（地引き網・バーベキュー）

5月17日 東京九学会

24日 宇城・宇土両地区

合同同窓会

7月12日 阿蘇中部地区同窓会

17日人吉球磨九学ＯＢ会

各地の同窓会

新しく仲間入りした同窓生

写真は省かせていただきます

写真は省かせて
いただきます

写真は省かせて
いただきます


